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7. 渋滞ボトルネック対策
「沖縄地方渋滞対策推進協議会」において、主要渋滞箇所191箇所(令和2年4月現在181箇所）が特定され
ており、短期的に対策可能な主要渋滞箇所について、「渋滞ボトルネック対策」を実施しています。
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平成31年5月に発生した滋賀県大津市において、集団で歩道を通行中の園児らが死傷した交通事故を受け、未就学児が日常的
に集団で移動する経路等の交通安全の確保のため、合同点検を実施し、危険箇所に対して、安全対策を行っております。

舗装の性能を一定水準以上に保つよう、舗装面の状態に応じ、
部分的な穴埋めを行ったり、面的な打ち替えを行っています。

（出典：国土交通省ホームページ）

那覇糸満線（那覇市末吉）公共交通安全事業

対策前 対策後

対策前 対策後

道路補修道路補修
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131橋 20%
255橋 38%

136橋

42橋

20% 108橋16%

1,317,584

◯沖縄県管理の橋梁は672橋（橋長2m以上）あり、
建設後50年以上が経過する橋梁は、現時点では
全体の1割程度、20年後には約53%と半数を超
え近い将来、多くの橋梁に対して大規模な修繕、
架け替えが必要になると予想されます。

◯従来の対症療法型の維持管理から予防保全型の維持管理へと移行し、橋梁の長
寿命化および維持管理費用の縮減・平準化を図っています。

　本県は、亜熱帯性気候の特性から、路肩、法面等
の雑草の成長が著しく、また、急速なモータリゼー
ションの進展に伴う交通量の増大、車両の大型化に
よって路面の損傷が著しくなっています。このため
県では、道路を常に安全で良好な状態に維持するた
め、道路パトロール、路肩の除草、路面の清掃、補
修等を行い、歩行者の交通事故防止と車両の安全通
行、道路環境の保全に日々努力しています。
　近年、道路の維持予算は財政難の状況から、適正
な維持管理を確保するには難しい状況にあります。
そのため道路植栽等の管理において通常の除草のほ
か、芝やアレロパシー植物とあわせて除草剤を使用
しており、良好な沿道景観形成の推進と、効率的及
び効果的な雑草防除に取り組んでおります。また、
地域住民の道路ボランティアを募り、それに対して
県が支援・助成を行っているところです。令和2年3
月現在、ボランティア数451団体、参加者数約7,100人
となっております。
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